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研究成果の概要（和文）：本研究は、高齢化のすすむ新潟県十日町において、高齢者の認知機能を評価し、さら
にライフコースの視点から各個人の子ども期の社会的環境および現在の社会的行動を質問紙で調査するととも
に、代表サンプルをGPSで追跡しその実際の行動データとGISで計った物理的環境を地図上に重ね合わせること
で、認知症を予防しうるライフコースでみた物理的・社会的環境を明らかにすることである。その結果、GPSデ
ータから各個人が1日のうちにGreen, Blue, Grayエリアにどの程度、何時頃に暴露しているのかの定量データと
MMSEとの関連を見たところ、その変化が多いほど認知機能が低いことがわかった。

研究成果の概要（英文）：Previous studies found positive impact on exposure of green space for better
 mental health. However, measurement on exposure to green space need to be more accurate. Recent 
advancement of technology, such as Global Positioning System (GPS), may improve the measurement on 
exposure to green spaces. We conducted NEIGE study, a population-based study of older adults in 
Tokamachi city, Niigata, Japan, assessing mental health (geriatric depression scale), cognitive 
function (MMSE), happiness, and social isolation by questionnaire. Further, we assessed geographical
 position using GPS. GPS data was further linked with 50m buffer average of green space (based on 
NDVI).By using GPS, we may capture the real exposure of green spaces. However, the assessment may 
not guarantee that the participants “watch” the green or not. Further technology assessing the “
view” of the participants in real setting may improve the limitation of GPS study.

研究分野： 公衆衛生学、疫学（社会疫学、ライフコース疫学）

キーワード： 認知症　GPS　社会的環境　物理的環境　ライフコース
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高齢者の認知機能を保つための都市計画、建築計画において、実際の高齢者の行動に基づく解析からどのような
まちづくりが認知症予防に効果的であるのかについて示唆することができた意義は大きい。この結果をもとに、
さらに長期的な影響を今後明らかにしていく必要があるだろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
認知症の予防について、個人レベルにおけるライフスタイルの変容や、うつや肥満といった
従来型のヘルスプロモーションによる保健指導としてのアドバイスによる介入はほとんど
うまくいかなかった。したがって、これらのリスク因子について別の戦略でアプローチする
必要がある。例えば、社会環境や物理的環境の整備である。愛知県武豊町において、高齢者
向けのサロンを開設したところ、その地域の社会活動が活性化され、主観的健康度を上昇さ
せた。（Ichida et al, Social Science & Medicine, 2013）。申請者の研究でも、坂道の多い町
は出歩く頻度等によらずに、糖尿病を予防しうることを明らかにしてきた（Fujiwara et al, 
Society for Epidemiology Research, 2016）。また、運動できる環境や社会的交流環境が 
cognitive reserve を高める可能性（Petrosini et al, Brain Research Review, 2009）も報告
されている。このようなエビデンスから、個人のライフスタイルを変えうる社会的環境、物
理的環境を構築することによって、認知症を予防することができる可能性がある。 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、高齢化のすすむ新潟県十日町において、高齢者の認知機能を評価し、さらにラ
イフコースの視点から各個人の子ども期の社会的環境および現在の社会的行動を質問紙で 調査
するとともに、代表サンプルを GPS で追跡しその実際の行動データと GIS で計った物理的環境
を地図上に重ね 合わせることで、認知症を予防しうるライフコースでみた物理的・社会的環境
を明らかにすることである。 
 
 
 
３．研究の方法 
2017年 9月から10月にかけて新潟県十日町市の都市部及び農村部より層別無作為抽出法によっ
て抽出し JAGES 質問紙調査の協力が得られた 65歳から 84歳の非要介護高齢者 527 名を対象に、
1週間に渡り GPS 及び活動量計の装着を依頼した。ここでは 3日以上の GPS データ及び 4日以上
の活動量計データが得られ、且つ調査期間中に非日常的な行動（例旅行）を行わなかった 388 名
のデータの解析を行った。 
 
 
 
４．研究成果 
平均行動範囲（Mean+SD）は下位群（第 1十分位数：56 名）が 0±0km2、中位群（第 2～9十分位
数：310 名）が 12.3±21.6km2、上位群（第 10十分位数：32 名）が 384.2±233.1km2 であった。
まず行動範囲下位群と上位群の身体活動を、1日あたりの歩行時間、座位行動時間、そして身体
活動ガイドライン基準の充足割合という観点から比較したところ、平均歩行時間は下位群は
45.1±24.5 分、上位群は 67.8±38.5 分であり、上位群の方が平均歩行時間が統計的にも有意に
高く、GPS 装着の妥当性を確認できた。さらに日本語版 MMSE のガイドラインに従って認知障害
（26点以下）の割合を比較したところ、下位群が 35.3％、上位群は 16.1％であり、下位群の方
が統計的にも有意に多かった。また、ソーシャル・キャピタルが高い群と低い群における日常行
動範囲の比較を行ったが、一般的信頼、互酬性の規範、地域愛着、どの側面においてもソーシャ
ル・キャピタルが高い群と低い群の日常行動範囲には有意な差は見られなかった。さらに GPS デ
ータから各個人が 1日のうちに Green(図１), Blue, Gray（図２）エリアにどの程度、何時頃に
暴露しているのかの定量データと MMSE との関連を見たところ、その変化が多いほど MMSE が低
いことがわかった。 
 

  



 
図１ 時間毎の Green への曝露の様子 
 

 
図 2 時間毎の Gray および Blue への曝露の様子 
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